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1. 市民アンケート調査概要 

1.1. 調査目的 

本調査は、市内の高校生のまちづくりに対する現状認識や、将来のまちづくりに向け

た意向を把握し、都市計画マスタープランの見直しの基礎資料とすることを目的として

実施したものである。 

 

1.2. 調査対象者 

市内の高校（竜ヶ崎第一高等学校、竜ヶ崎第二高等学校、竜ヶ崎南高等学校、愛国学園

大学附属龍ケ崎高等学校）に在学する学生 1,490人（※） 

※竜ヶ崎第一高等学校のみ 5月 1日時点、その他は 7月 31日時点との合算値 

 

 

1.3. 調査方法 

Google formによる調査（無記名） 

 

1.4. 調査期間 

令和 5年 7月中旬頃～令和 5年 7月 31日（月） 

 

2. 回収結果 

・配布数（対象人数）：1490票 

・回収票数：269票 

・回収率：18.1% 
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3. 集計結果 

3.1. 回答者属性 

（1）学校 

「竜ヶ崎第一高等学校」が52.8%と最も高く、次いで「竜ヶ崎第二高等学校」が26.0%、

「愛国学園大学附属龍ケ崎高等学校」が 11.2%、「竜ヶ崎南高等学校」が 9.3%となって

いる。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

  

52.8%

26.0%

9.3%

11.2%

0.7%

竜ヶ崎第一高等学校 竜ヶ崎第二高等学校

竜ヶ崎南高等学校 愛国学園大学附属龍ケ崎高等学校

回答しない

n=269
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（2）性別 

全体の 45.7%が「男性」、49.1%が「女性」となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

  

45.7%

49.1%

5.2%

男性 女性 回答しない

n=269
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（3）学年 

「2年生」が 82.2%で最も高く、次いで「3年生」が 12.6%、「1年生」が 3.0%とな

っている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

 

  

3.0%

82.2%

12.6%

2.2%

1年生 2年生 3年生 回答しない

n=269
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（4）通勤・通学の手段 

「自転車」が 42.4%で最も高く、次いで「電車・鉄道」が 20.5%、「家族の送迎」が

15.9%、「スクールバス」が 9.8%、「コミュニティバス・路線バス」が 6.4%の順となっ

ている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

  

3.4%

42.4%

6.4%

9.8%

20.5%

15.9%

1.5%

徒歩

自転車

コミュニティバス・路線バス

スクールバス

電車・鉄道

家族の送迎

その他

n=269
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（5）居住地 

龍ケ崎市居住者が 41.6%、龍ケ崎市外居住者が 58.4%となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

 

  

41.6%

58.4%

はい、龍ケ崎市に住んでいます いいえ、龍ケ崎市には住んでいません

n=269
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（6）市内居住者の属性 

1）居住地区 

「八原地区」が 19.6%で最も高く、次いで「龍ケ崎地区」が 18.8%、「城ノ内地区」

が 13.4%、「長山地区」が 9.8%の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

 

  

大宮地区 2.7%

龍ケ崎地区
18.8%

龍ケ崎西

地区
4.5%

馴柴地区 8.0%

川原代地区
3.6%

松葉地区 4.5%
長山地区

9.8%

馴馬台地区 3.6%

久保台地区
8.9%

長戸地区
0.9%

八原地区 19.6%

城ノ内地区
13.4%

その他 0.9% 無回答 0.9% 大宮地区

龍ケ崎地区

龍ケ崎西地区

馴柴地区

川原代地区

松葉地区

長山地区

馴馬台地区

久保台地区

長戸地区

八原地区

城ノ内地区

その他

無回答

n=112
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2）出身地 

龍ケ崎市出身者が 80.4%、龍ケ崎市出身ではない者が 19.6%となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

  

80.4%

19.6%

はい、龍ケ崎市の出身です いいえ、龍ケ崎市の出身ではありません

n=112
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（7）市外居住者の属性 

1）居住市町村 

「取手市」が 29.9%で最も高く、次いで「牛久市」が 17.8%、「稲敷市」が 10.2%、

「河内町」が 8.9%の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

  

取手市 29.9%

牛久市 17.8%

稲敷市
10.2%

河内町
8.9%

利根町 4.5%

つくばみらい市
1.9%

つくば市 7.0%

阿見町 3.8%

上記以外の茨城

県の市町村 5.7%

我孫子市 1.9%
柏市 1.9%

その他
6.4%

取手市

牛久市

稲敷市

河内町

利根町

つくばみらい市

つくば市

阿見町

上記以外の茨城県の市町村

我孫子市

柏市

その他

n=157
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3.2. 市内居住者の定住意識 

（1）現在の暮らしやすさ 

「どちらかと言えば暮らしやすい」が 40.2%で最も高く、次いで「暮らしやすい」が

29.5%、「どちらとも言えない」が 25.0%の順となっている。 

「暮らしやすい」及び「どちらかと言えば暮らしやすい」が、全体の約 7 割を占め

ている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

  

29.5%

40.2%

25.0%

4.5%

0.9%

暮らしやすい

どちらかと言えば暮らしやすい

どちらとも言えない

どちらかと言えば暮らしにくい

暮らしにくい

n=112
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（2）居住継続意向 

「どちらとも言えない」が 45.5%と最も高く、次いで「住み続けたい」が 25.0%、

「都心の繁華街に移りたい」が 17.9%の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

 

 

  

25.0%

7.1%

45.5%

17.9%

3.6% 0.9%

住み続けたい

市内の別の場所に移りたい

どちらとも言えない

都心の繁華街に移りたい

自然豊かな田舎に移り住みたい

その他

n=112
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3.3. 魅力や課題 

（1）龍ケ崎市のイメージ 

「自然環境に恵まれたみどり豊かなまち」（136票）が最も多く、次いで「農業の盛

んなまち」（69票）、「自然環境と社会的な環境が適度に整ったバランスのとれたまち」

（49票）、「歴史や文化に恵まれた伝統のあるまち」（41票）の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 
その他の回答（抜粋） 

特にない、特に印象がない 

田舎、ベッドタウンと田舎の中間 

不便 

高齢化が進んだ町 

 

 

 

  

136

32

41

69

16

49

27

0 20 40 60 80 100 120 140 160

自然環境に恵まれた

みどり豊かなまち

東京への通勤圏である、

都心のベッドタウン

歴史や文化に恵まれた

伝統のあるまち

農業の盛んなまち

子育て環境の整ったまち

自然環境と都会的な環境が適度に

整ったバランスのとれたまち

その他

n=269
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（2）龍ケ崎市の魅力 

「陸上競技場や大型体育館、野球場などのスポーツレクリエーション施設が整って

いる」（97票）で最も多く、次いで「牛久沼や小貝川、森林公園など、水とみどりに恵

まれている」（84票）、「のどかな田園風景が広がり、おいしい米や野菜がある」（75票）、

「北竜台公園や龍ヶ岡公園などの大規模な公園が整備されている」（61票）の順となっ

ている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

 

 

 

その他の回答（抜粋） 

特にない 

お店がある、飲食店やスーパーがある 

自然が豊かで環境が良い 

  

84

61

97

45

29

28

34

75

18

21

0 20 40 60 80 100 120

牛久沼や小貝川、森林公園など、

水とみどりに恵まれている

北竜台公園や龍ヶ岡公園などの

大規模な公園が整備されている

陸上競技場や大型体育館、野球場などの

スポーツレクリエーション施設が整っている

図書館やコミュニティセンターなどの

文化施設が整っていいる

通勤・通学に便利である

計画的に整備された

良好な住宅地が広がっている

地域での良好なコミュニケーションがあり、

安心して暮らせる

のどかな田園風景が広がり、

おいしい米や野菜がある

子育て関連施設が整っている

その他
n=269
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（3）龍ケ崎市の好きな場所 

「たつのこやま（龍ヶ岡公園含む）」（164票）で最も多く、次いで「総合運動公園（陸

上競技場、総合体育館、野球場）」（56票）、「森林公園」（42票）の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 
その他の回答（抜粋） 

特にない 

学校 

市営図書館 

たつのこアリーナ 

ショッピングセンター 
 

  

164

23

1

1

12

26

36

1

2

15

4

1

19

42

1

20

56

29

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

たつのこやま

（龍ヶ岡公園含む）

牛久沼

（牛久沼水辺公園含む）

旧小貝川

（ふるさとふれあい公園含む）

中沼

にぎわい広場

のどかな田園風景

関東鉄道竜ヶ崎線

若柴宿（旧水戸街道）

蛇沼（蛇沼公園含む）

北竜台公園

歳時記の道

わらべ歌の道

般若院（しだれ桜）

森林公園

冨士浅間神社

女化神社

総合運動公園（陸上競技場、

総合体育館、野球場）

その他
n=269
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（4）まちづくり、土地利用の課題 

「魅力的な店舗やサービス施設がない、少ない」（110票）で最も多く、次いで「歩

道の草が伸びすぎていて通行しづらい」（105票）、「駅周辺に賑わいがない」（104票）

と多くなっている。 

「公共交通網が整っておらず、不便である」（67票）、「街路灯や防犯灯が少なく、夜

道は危険である」（67票）、「管理されていない空き家、空き店舗が増えている」（49票）、

「道路（歩道）に段差や、壊れている箇所があり、歩きにくい」（47票）の順となって

いる。 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 
その他の回答（抜粋）  

上記の選択肢すべて ゴミのポイ捨てが多い 

交通が不便 歩道がガタガタ 
 

  

49

47

29

67

105

18

22

104

67

6

110

1

12

10

0 20 40 60 80 100 120

管理されていない空き家、

空き店舗が増えている

道路（歩道）に段差や、

壊れている箇所があり、歩きにくい

自転車で通行する際、

自動車や歩行者が気になる

街路灯や防犯灯が少なく、

夜道は危険である

歩道の草が伸びすぎていて、

通行しづらい

資材置き場や空き地が増えている

手入れされていない

農地や原野が増えている

駅周辺に賑わいがない

公共交通網が整っておらず、

不便である

開発により自然環境が失われている

魅力的な店舗やサービス施設が

ない、少ない

太陽光発電施設などにより

景観が阻害されている

災害対策に不安がある

その他
n=269
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3.4. 今後のまちづくりの重要度 

（1）今後のまちづくりについての重要度 

全般的に重要度は普通よりやや高い評価となっている。 

最も重要度が高いのは「駅周辺の賑わいづくり」及び「公共交通網の充実」で、次い

で「若者・子育て世代の定住促進」、「歩行者や自転車にやさしいまちづくり」の順とな

っている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 
 

※平均値：「非常に重要」（5点）、「やや重要」（4点）、「普通」（3点）、「あまり重要でない」（2

点）、「重要でない」（1点）とした場合の平均値を算出 

 

 

  

4.23

3.83

3.88

3.79

3.81

4.26

3.76

3.72

4.03

3.57

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

若者・子育て世代の定住促進

企業誘致の推進

多種多様な働く場の創出

牛久沼などの地域資源の活用

大規模公園の整備・

リニューアル

駅周辺の賑わいづくり

              を

核としたまちづくり

生涯学習・文化芸術活動

の盛んなまちづくり

防災・減災対策

昔ながらの集落の

維持・活性化

3.97

4.29

4.21

3.89

4.03

3.96

3.77

3.88

4.00

3.84

3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

大規模集客施設を中心とした

賑わいの創出

公共交通網の充実

歩行車や自転車に

やさしいまちづくり

都市や高速道路に

直結する幹線道路整備

危険な空き家等のない

良好な居住環境

人口減少に対応した持続可能で

コンパクトなまちづくり

農業を活かしたまちづくり

自然環境を活かした

みどり豊かなまちづくり

環境に配慮された

地球にやさしいまちづくり

デジタル化の進んだ

効率的で便利なまちづくり
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■参考 

 

 

 

49.4%

29.4%

31.2%

27.9%

33.1%

50.9%

27.5%

23.4%

38.3%

24.9%

26.4%

30.1%

30.5%

31.2%

24.5%

27.9%

30.1%

33.5%

31.6%

23.0%

21.9%

35.7%

34.2%

34.9%

33.1%

17.5%

34.9%

35.7%

26.0%

38.7%

1.9%

3.7%

3.3%

4.1%

8.6%

3.3%

5.9%

6.3%

3.3%

10.4%

0.4%

1.1%

0.7%

1.9%

0.7%

0.4%

1.5%

1.1%

0.7%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

若者・子育て世代の定住促進

企業誘致の推進

多種多様な働く場の創出

牛久沼などの地域資源の活用

大規模公園の整備・

リニューアル

駅周辺の賑わいづくり

              を

核としたまちづくり

生涯学習・文化芸術活動

の盛んなまちづくり

防災・減災対策

昔ながらの集落の

維持・活性化

重要 やや重要 普通 あまり重要ではない 重要ではない

n=269
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34.9%

56.5%

48.7%

36.8%

37.9%

35.3%

27.1%

32.0%

36.1%

30.1%

32.7%

20.1%

27.9%

24.9%

33.5%

30.5%

28.3%

28.6%

31.2%

32.0%

27.5%

20.1%

20.1%

32.0%

24.2%

30.1%

40.1%

36.4%

30.9%

31.2%

4.5%

2.6%

2.6%

3.3%

3.0%

3.0%

3.3%

1.9%

0.7%

5.6%

0.4%

0.7%

0.7%

3.0%

1.5%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大規模集客施設を中心とした

賑わいの創出

公共交通網の充実

歩行車や自転車に

やさしいまちづくり

都市や高速道路に

直結する幹線道路整備

危険な空き家等のない

良好な居住環境

人口減少に対応した持続可能で

コンパクトなまちづくり

農業を活かしたまちづくり

自然環境を活かした

みどり豊かなまちづくり

環境に配慮された

地球にやさしいまちづくり

デジタル化の進んだ

効率的で便利なまちづくり

重要 やや重要 普通 あまり重要ではない 重要ではない

n=269
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（2）今後のまちづくりにおける特に重要な項目 

「若者・子育て世代の定住促進」（104票）が最も多く、次いで「駅周辺の賑わいづ

くり」（98票）、「公共交通網の充実」（77票）の順となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 
  

104

25

20

15

42

98

20

9

41

6

26

77

53

16

26

16

14

25

17

27

2

0 20 40 60 80 100 120

若者・子育て世代の定住促進

企業誘致の推進

多種多様な働く場の創出
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              を核としたまちづくり
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昔ながらの集落の維持・活性化

大規模集客施設を中心とした賑わいの創出

公共交通網の充実

歩行車や自転車にやさしいまちづくり

都市や高速道路に直結する幹線道路整備

危険な空き家等のない良好な居住環境

人口減少に対応した持続可能で

コンパクトなまちづくり

農業を活かしたまちづくり

自然環境を活かしたみどり豊かなまちづくり

環境に配慮された地球にやさしいまちづくり
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その他
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3.5. 生活の変化 

全体的に、「変わらない」との評価が高くなっている。 

「増えた」傾向が最もみられたのは「友人や親族等と対面で過ごす時間」、次いで「鉄

道・電車の利用頻度」「ネットショッピングの利用頻度」となっている。 

「減った」傾向が最もみられたのは「リモートワーク、リモート授業の頻度」、次いで

「図書館などの文化施設の利用頻度」「公園などの利用頻度」となっている。 

 

設問及び選択肢 

 

集計結果 

 

 

※平均値：「増えた」（1点）、「変わらない」（0点）、「減った」（－1点）とした場合の

平均値を算出 
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平均値※
n=269



 

 21 
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3.6. 龍ケ崎市の未来についての意見 

龍ケ崎市の未来に関する意見の自由記入回答者数は 184名であった。 

主な意見の概要を以下に示す。 

 

設問及び選択肢 

 

 

表 3-1 主な意見の概要（1/2） 

 

【空地・空家に関する意見】 

 空き家などをなくし綺麗で活気のある街。 

 使われていない土地が少なくなっていてほしい。 

 

【少子高齢化・子育てに関する意見】 

 どんどん人口が減り、人気のない市になると思います 

 農業と子育てなどの福祉に調和がとれた街になってほしいです。 

 子どもや若い人がたくさんいるまち 

 子育てママパパに優しい街になって欲しい。 

 子育て制度が充実しているまち 

 

【自然・環境に関する意見】 

 環境に優しく、住民が安心して暮らせる町。 

 自然が豊かで、そこそこ便利な理想なベットタウンの町。 

 自然環境を常に清潔に保った場所になってほしい 

 田園などがもっと増えて、自然豊かなのどかな町になって欲しい 

 

【生活利便施設の立地や交通に関する意見】 

 ショッピングモールがあったり、遊ぶ場所が増えたりする子供にとって過ごしやすいまち

になってほしいです。 

 他の地域からの人の移動を増やすためにもっと魅力的な施設を作って商店街なども他に変

わるものに作り替えてほしい。 

 どんな世代の人も安心して暮らせる施設や環境が整備されている状態であってほしい。 

 駅周辺から活気のあるまちになっていてほしい。 

 龍ケ崎固有の魅力ができ、駅を中心として行きたいと思えるような市になること 

 龍ケ崎市駅に行きやすいようにバスの本数を設け、通勤通学が便利になってほしい 

 電車とバスの本数増やしてほしい 

 交通の便が良く、学生からお年寄りまでが快適に過ごせる街 

 公共交通機関が充実しているかつ東京などの都市へのアクセスが更に良くなってほしい。 

 自転車や歩行者などに優しい町 
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表 3-2 主な意見の概要（2/2） 

 

【まち全体に関する意見】 

 住みやすい街になってほしい 

 若者がいきいきと暮らせる街 

 賑やかで安全で明るいまち 

 安心して暮らせる便利なまち 

 健康的に暮らせるまち 

 高校生が楽しめる街になって欲しい 

 市外に住んでる人でも過ごしやすいまち 

 今よりももっとスポーツのしやすい街 

 他の市町村と似たり寄ったりのようなものでなく特色のある町 

 一人一人の活気が溢れる町、スポーツなどの運動を通して地域の人々が交流できる町 

 子供がたくさんいて家族で賑わっている街 

 都内に行かなくても発展してる町になってほしい 

 いろんな世代の人が暮らすまち 

 昔のように人々が活発に協力しながら生活する街になって欲しい。 

 龍ケ崎市に居やすい環境、設備になって欲しい 

 

【その他の意見】 

 どんな世代の人も安心して暮らせる施設や環境が整備されている状態であってほしい。 

 観光業が発展して賑わっている 

 企業の参戦により活気づいたまち 

 明るい未来になって欲しい 

 何も無いのが特徴な市 

 今のままでいいと思います。 

 道路の草が邪魔じゃない市 

 特にない 

 分からない 
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3.7. 龍ケ崎市のまちづくりについての意見 

龍ケ崎市のまちづくりに関する意見の自由記入回答者数は 153名であった。 

主な意見の概要を以下に示す。 

 

設問及び選択肢 

 

 

表 3-3 主な意見の概要（1/2） 

 

【公共交通に関する意見】 

 交通便を快適にして欲しい。 

 今ある自然の豊かさを残しつつ、公共交通機関を充実させて市外からでも足を運びやすく

することが大切だと思います。 

 もっと竜鉄の本数を増やして欲しいし、竜ヶ崎駅から竜一の近くまで行くバスが欲しい。 

 竜ヶ崎線の本数が少なすぎるので、増やして欲しい 

 

【駅や駅周辺の整備に関する意見】 

 駅の近くに若者が遊べる場所を作って欲しい 

 駅周辺を少し賑やかにすればもっと龍ケ崎が活性化すると思う 

 駅を魅力的なものにしてほしい 

 

【道路整備に関する意見】 

 道路のところの草が危険な虫がいたり、幅がせまく事故になりやすいから速くなんとかし

てほしい 

 歩道と道路の間の段差が多すぎるのとその段差が大きいので改善してほしいです 

 歩道の草を刈ってほしい 

 

【各地域のバランスに関する意見】 

 場所によって格差がありすぎると考える。 

 地域の人との交流も少ないし市役所らへんや北竜台のほうはは廃れていっているので全体

的に若者や様々な人が触れあえる町にしてほしい。 

 

【空き家・空き地の活用に関する意見】 

 空き家の活用、又はその土地の利用を考える 

 余っている土地を利用して人が集まって地域が活性化するような場所をつくって欲しい 
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表 3-4 主な意見の概要（2/2） 

 

【自然環境に関する意見】 

 活用すれば魅力が増す自然や土地がたくさんあると思うので、活かしてほしい 

 自然豊かなのがとてもいいことだと思うのでぜひ継続して欲しいと思う。 

 

【地域や商店街の活性化に関する意見】 

 シャッター街になった駅前の商店街を活用して欲しい。 

 娯楽施設を増やすべき 

 魅力的なお店を増やしてほしい 

 観光スポットや人が集まるようなものを作ってほしいです 

 

【少子高齢化への懸念・対策に関する意見】 

 もっと若い人が住んでくれるようなまちづくりが必要なのではないかと思います 

 育児に優しいまちづくりが必要だと思う 

 子供達が住みやすいまちにすることが今後の発展に重要だと思う。 

 

【その他の意見】 

 安心して暮らせるまちをつくるのが大切だと思う 

 お金の使い方は慎重にいき、よりよいまちになるような使い方をしてほしい。 

 やるべきことの優先順位を考えて行動を起こして欲しいと思います。 

 若者を引き寄せる魅力を作る 

 魅力がもっと必要 

 引き続き頑張って欲しい 

 いい街だと思う 

 わからない 

 不満なことは特にない 

 


